
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京ＹＭＣＡは、20 年にわたりウクライナＹＭＣＡと平和交流を続けています。これまで、ピーススタディーツアーとしてウク

ライナを訪問したり、インターネットを通じてお互いの国の詩を朗読したり、と友情を育んでまいりました。毎年 12 月には東京か

らウクライナＹＭＣＡへ、そしてウクライナから東京ＹＭＣＡへ、子どもたちが描いたクリスマスカードが交換されています。 

2022 年 2 月、突如としてウクライナの平和が奪われる事態となって以降、東京ＹＭＣＡはウクライナＹＭＣＡの総主事

やスタッフと頻繁に連絡を取り、現地の情報やニーズを聞き取り、支援を続けています。 

「東京ＹＭＣＡウクライナ募金」に、多くの皆様からお寄せいただいた募金は、主に戦禍で日常の生活を奪われているウクライ

ナの子どもたちを支えるプログラム、国内避難民の家族の支援、心のケアのために用いられています。 

 

 

 

引き続き、皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします 

銀 行：みずほ銀行 神田支店（108） 

（普）1123669 公益財団法人東京 YMCA 

・郵便振替：00120-7-714728 

東京 YMCA会員事務局 

・Web 募金：クレジットカード払い 

 右記 QR コード または 

東京 YMCA ホームページから 

 ＹＭＣＡハリコフでは捨てられた動物たちを助け続けています 

 

https://bit.ly/3QNtBMf 

 

病院職員とボランティアによる応急処置トレーニングを実施 ウクライナ国内で避難しているこどもたちが、地域の人形劇場の公演に参加 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＹＭＣＡポルタヴァのボランティア

は、病院職員と協力し青少年のた

めに戦術医学と応急処置のトレー

ニングのクラスを継続的に実施。 

子どもたちのデイキャンプでは、空襲

のサイレンが鳴っているときの行動の

ルールや、地雷について学び、応急

処置について話をしています。 

 

ＹＭＣＡベルホビナではカルパチア山脈でファミリー

キャンプを行いました。ウクライナ各地から集まった参

加者は、ヨガクラス、アートワークショップ、ディスカッ

ション、ゲームやスポーツで、戦争の恐怖を忘れ、心

のケアをする機会を得ました。 

 

ＹＭＣＡルハンスクでは 

食料と医薬品の支援を通し

て、ウクライナ国内の避難民家

族を支援しています。 

 


